
＃２６３「頂点へ２」 

 

こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第１６回です。 

 

ついに桜蔭を目指し始めたこの日のことは、Ｒさんにも強く残ってい

るらしく、その時の想いを合格体験記に記してありました。 

『自分でもやはり何か１つ自分に足りないものがあるということは何

となく分かっていた。しかしそれが何かハッキリしていなかった。 

10月くらいの秋に大井先生に「桜蔭の過去問をやってみる？」と聞か

れた。いままでは何も考えずとりあえず豊島といってきた。しかしそ

の時だけは自分でもよく分からなかったが桜蔭の過去問をやりたいと

思った。もしかしたら桜蔭を目指す資格のある器の大きさにまで自分

が成長できていたのかもしれない。結果は死守が 66点で得点は 57点

だった。死守できていないけれども先生は「Ｒがこれだけの答案をつ

くれるのか」とほめてくれた。私はそれが単純にものすごくうれしか

った。そしてその時から私の天は頂点の桜蔭になっていた。 

私はそこから本当にかわった。スピードも質も自分でもわかったけれ



ど明らかに別人のようになっていた。たまにやりきらなかったりした

ときもあったし全てがうまくいっているわけではなかった。でも私は確

実に桜蔭の合格、そして豊島の合格にまっすぐ進んでいたと思う。私

の加速は心の無限の燃料が支えていた。心の無限の燃料、それは私の

場合は、桜蔭という頂点校への純粋な憧れだったと思う。』 

 

桜蔭、雙葉、雙葉。 

このようにして３人はそれぞれの志望校=天に呼ばれ、それに応えて

いきました。 

志望校というのは生徒側だけのものではありません。 

比喩的に言えば、高い志を持つ生徒を、学校が名指しで指名するのだ

と思います。 

そしてその縁は向いているからその学校を目指すというだけでもあり

ません。その学校を切実に目指すことによって、自分の足りないもの、

未熟なところを磨き、補っていけばいいのです。そこに縁が生まれて

いくのだと感じます。 

 

そう考えるとやっぱり、まだ小さな子どもが(環境や覚悟次第ですが)、



とてつもなく大きく器を広げていく中学受験という営みはやはり本当

にすばらしい機会だと思います。 

TOPを作って、毎年大変なことや試練の方がむしろ多いですが、それ

でも子どもの成長をここまで体感できるステージはありません。そう

強烈に思える、思わせてくれる３人でした。 

 

（第１７回につづく） 

 

２０２３年９月１０日 

大井 雄之 

 


